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第１})様式（第14条ljM係）

環境マネジメントシステム導入報告ｉｌド

ｉｌ１ｍＭｍ'､、

ＩｉＩｉｉｌｉｍｍ，、

ili認,ｉＩｌｉ冊ljの１Ｍ|は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三祥の認,illﾐを受けている場合にのみ記入してください。

(宛先）京都府知11「 ２０１１年７)１３０１］

1ﾂ「（法人にあっては、１：たる謂務)ﾘTの1Ｗ任地）

〕j(部府1打川iIj八木１１１１美111紫野１冊地

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏格）

雪印メグミルク株式会社京洲
(|[１１－１本ミルクコミュニティ株式会社

l:場艮｜[lllj宏治

'二[場
京都 l:場）

環境マネジメン卜システムの狢称 ＩＳＯｌ４００１：２００４（ＢＳＩグループジャパン株式会社,認iil[）

週）|］範 牛乳及び'１Ⅱ工食品（ヨーグルト、クリーム、デザートなど）の/Ｍｉ

禅.人イ|｛)］’二１ ２００７ｲI§３ﾉ]１９１１（２００５ｲ|品１２ﾉ］１５１１噸,認機ljLIの変史）

,認Ｉ;11：番号 ＥＭＳ９９９９０ 

水力針

別紙、環境方針参照

環境に配慮したＦ１「業活動を｢L1]ｉ的に進めていくための目標（以下「目標」
という。）

１，エネルギー原lli位の削減【５ｲﾄﾞ座llW均Ili(【|i位変化、ljiiｲ1:対比９９％】

８０．０５ｋｌ／Ｔｋｌ 

２、廃棄物『W資源化率９８％以上

３，廃棄物発生量前年比９３％以下（前年発生量７％以12削減）

'１標を述成するための取組の内容

1、蒸気供給の圧力変更による重M1使)U冠の削減

２、はっ酵急冷lili送風機インバーター周波数の見直し

３、ホモケナイザー水迦転工程での髄ﾉ]削減

４，排水ﾄﾞﾘ泥発生量の抑制

５、貰流ボイラ運lliZiﾉJ法の兄ＩＩＬ化

１１棟を逆成するための収il1Ilの進捗状ル1１

1、蒸気供給の圧ﾉﾉを０．Ｏ５Ｍｐａ低減させ、亜力１１使)l猟をiIll減

２，はっ酵急冷庫送風機２９台のインバーター周波数の見直しを爽施

３、ﾎﾓｹﾞﾅｲｻﾞｰ水運I|瞳[程での機器伜I[:及び冷却iM度の兄{ビル炎施

４，排水汚泥濃度、３１抜き量、薬,Wiil：入職の過H;楠1111の強化

５，貫流ボイラ惇j'二日の設定（低負荷｢1）

'二1標を述成するための収紺の成果及び､11咳成果に対するiiil2Ⅱｉ

l、エネルギー原lli位の削減７１．８８ｋｌ／千ｋｌ【達成】

２，廃棄物再資源化率９７．５％【未達成】

３、廃棄物発生最Ｉiii年比９４．６％【未達成】

※エネルギー原lli位についてはiillihiを達成することができたが、廃棄物１V資源化率、

発生l謎については効果検iiil;がｲ〈|分な施策があった為、効果がjz魁をド1111り

目標未達となってしまった。

1ド染ｉｉＴｉ動に係る法令の遵守の状祝

１，会社合併に伴ない環境法規ljlj連の変史届lllを関係光に提出した。

２，関係法規の遵守状況について１年に11m確認を行っている。

環境の内部監査も定期的に社内で実施されており関係行政からの

指摘等はなかった。

環境マネジメントシステムのiilMilli及び兄
Ｉ≦ 

しの内容

ｉｉＷｉⅡi・兄ifLについては原11Ｉとして１ｲ1：に’1,1実施している。

01(成２１(1三度は現行の｢I標及び取組内容により一定の成果が見られた

LjFから、２２年度も同一のシステムにより迎)Ⅱした。


